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Ⅰ 注意事項 

   1. 問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。 

   2. 解答用紙の解答科目欄に解答科目を記入・マークしてから解答してください。 

   3. 問題は 1 ページから 6 ページまであります。 

   4. 問題は持ち帰ってもよいですが、コピーして配布・使用することは法律で禁じられています。 

 

Ⅱ 解答上の注意 

   解答用紙は、マーク式解答用紙と記述式解答用紙の 2 種類があります。マーク式の問題で、「解

答番号は 10 」と表示のある問いに対して④と解答する場合は、下記の例のようにマークしてく

ださい。記述式の問題には「解答は 記述式解答用紙 」と表示がありますので、記述式の解答用紙

に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）  

解答番号 解  答  欄 

10 ① ② ③ ● ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題は次のページからです。 
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第 1 問 遺伝に関する問題である。次の文章を読み、下の問いに答えなさい。 

 

 A 親の形や性質などの特徴（形質）が子や孫に現れることを遺伝と呼ぶ。遺伝において、親から子へ

と直接伝わるものが DNA であり、この物質に含まれる遺伝情報をもとに体が作られている。DNA は二

重らせん構造をしており、この中で塩基は塩基対を形成している。B 塩基対では特定の塩基どうしが対

をなす相補的な関係にある。DNA には生命活動に必須の情報が含まれ、C 遺伝情報が DNA から RNA

を経てタンパク質へ一方向に流れるという考え方がある。 

 

 

問 1 下線部 A に関連して、遺伝の法則を発見したのは誰か。最も適当なものを①～⑤のうちから一つ

選びなさい。解答番号は 1  

 

 ① クリック  ② フック  ③ メンデル  ④ モーガン  ⑤ ワトソン 

 

 

問 2 a～d の中で、下線部 B の相補的な塩基の関係にあるのはどれか。最も適当な組合せを①～⑥の

うちから一つ選びなさい。解答番号は 2  

 

 a. アデニン----------- チミン 

 b. アデニン----------- シトシン 

 c. グアニン----------- チミン 

 d. グアニン----------- シトシン 

 

 ① a, b  ② a, c  ③ a, d  ④ b, c  ⑤ b, d  ⑥ c, d 

 

 

問 3 下線部 C の過程で、DNA から RNA が作られる過程である［ ア ］と、RNA の塩基配列がアミ

ノ酸に読みかえられて、たんぱく質が合成される過程である［ イ ］を示す語の組合せはどれか。

最も適当なものを①～⑥のうちから一つ選びなさい。解答番号は 3  

 

 ア イ 

① 翻訳 転写 

② 翻訳 複製 

③ 転写 翻訳 

④ 転写 複製 

⑤ 複製 翻訳 

⑥ 複製 転写 
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問 4 下線部 C の考え方を示す語はどれか。最も適当なものを①～⑥のうちから一つ選びなさい。 

 解答番号は 4  

 

 ① コモンセオリー    ② コモンドグマ     ③ センターセオリー  

 ④ センタードグマ    ⑤ セントラルセオリー  ⑥ セントラルドグマ 
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第２問 免疫に関する問題である。次の文章を読み、下の問いに答えなさい。 

 

 生体には、A 病原体などの異物の侵入を防ぎ除去する生体防御のしくみとして免疫が発達している。

免疫は、［ ア ］と［ イ ］に大別される。［ ア ］では食細胞が行う食作用などによって異物が排除さ

れ、［ イ ］では体内に侵入した異物が免疫担当細胞によって異物と認識されて、特異的な免疫応答に

より排除される。このとき、［ ウ ］が抗原提示によりリンパ球を活性化する。［ イ ］のうち、B 抗体

が産生されることによる特異的な免疫反応を［ エ ］と呼ぶ。 

 

問 1 ［ ア ］､［ イ ］に入る語の組合せはどれか。最も適当なものを①～⑥のうちから一つ選びなさ

い。解答番号は 5  

  

 ア イ 

① 特異的免疫 適応（獲得）免疫 

② 特異的免疫 自然免疫 

③ 適応（獲得）免疫 選択的免疫 

④ 適応（獲得）免疫 自然免疫 

⑤ 自然免疫 適応（獲得）免疫 

⑥ 自然免疫 選択的免疫 

 

 

問２ ［ ウ ］､［ エ ］に入る語の組合せはどれか。最も適当なものを①～⑥のうちから一つ選びな

さい。解答番号は 6  

  

 ウ エ 

① ナチュラルキラー（NK）細胞 細胞性免疫 

② ナチュラルキラー（NK）細胞 体液性免疫 

③ 好酸球 細胞性免疫 

④ 好酸球 体液性免疫 

⑤ 樹状細胞 細胞性免疫 

⑥ 樹状細胞 体液性免疫 
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問 3 下線部 B のしくみに関与する細胞はどれか。当てはまる選択肢を過不足なく含むものを①～⓪の

うちから一つ選びなさい。解答番号は 7  

  

a. 好中球 

b. 形質細胞 

c. B 細胞 

d. キラーT 細胞 

 

 ① a, b ② a, c ③ a, d ④ b, c ⑤ b, d    

 ⑥ c, d ⑦ a, b, c ⑧ a, b, d ⑨ a, c, d ⓪ b, c, d    

 

 

問 4 下線部 A のしくみの中で、免疫記憶について、「免疫記憶」、「一次応答」、「二次応答」の語

を含めて、100 字以内で説明しなさい（ただし、句読点を含む）。解答は 記述式解答用紙  
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第３問 血液に関する問題である。次の文を読み、下の問いに答えなさい。 

 

 外傷などで血管が傷つくと、A その部分に［ ア ］が集まり、次に［ イ ］という繊維が生成され、血

球がからめとられて［ ウ ］ができることで出血が止まる。血管の修復とともに、B ［ イ ］を分解して

［ ウ ］を溶かすしくみがはたらき、傷をふさいでいた［ ウ ］は溶けて取り除かれる。 

 

問１ ［ ア ］､［ イ ］､［ ウ ］に入る語の組み合わせはどれか。最も適当なものを①～⑧のうちか

ら一つ選びなさい。解答番号は 8  

  

 ア イ ウ 

① 血小板 コラーゲン 血しょう 

② 血小板 コラーゲン 血ぺい 

③ 血小板 フィブリン 血しょう 

④ 血小板 フィブリン 血ぺい 

⑤ マクロファージ コラーゲン 血しょう 

⑥ マクロファージ コラーゲン 血ぺい 

⑦ マクロファージ フィブリン 血しょう 

⑧ マクロファージ フィブリン 血ぺい 

 

 

問 2 下線部 A と下線部 B の現象を示す語の組み合わせはどれか。最も適当なものを①～⑥のうちから

一つ選びなさい。解答番号は 9  

  

 下線部 A 下線部 B 

① 血液凝固 線溶 

② 血液凝固 融解 

③ 血液凝集 線溶 

④ 血液凝集 融解 

⑤ 血液固化 線溶 

⑥ 血液固化 融解 

 

 

問３ 下線部 A の現象は、採血した血液を静置した場合も見られる。このとき、［ ウ ］とはならない

上澄
う わ ず

み液は何と呼ばれるか。最も適当なものを①～⑤のうちから一つ選びなさい。 

 解答番号は 10  

 

 ① 血清  ② 組織液  ③ トロンビン  ④ プラスミン  ⑤ リンパ液 
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第 4 問 生態系に関する問題である。次の文章を読み、下の問いに答えなさい。 

  

 川や海に有機物などを含む汚水が流れ込んでも、その量が少なければ、沈殿や希釈、分解者のはたら

きなどによって汚濁物質の量が減少する。このような作用を［ ア ］という。しかし、［ ア ］の範囲を

超える量の汚水が流入すると、水質の汚濁が進む。また、湖や海などにおいて栄養塩類の濃度が高くな

ることを［ イ ］と呼び、生活排水が大量に流入することによって起こる場合もある。その結果、植物

プランクトンが異常に増殖し、生態系にさまざまな影響を及ぼす。 

 

問１ ［ ア ］に入る語はどれか。最も適当なものを①～⑤のうちから一つ選びなさい。 

 解答番号は 11  

 

 ① 天然浄化  ② 自然浄化  ③ 自動浄化  ④ 汚濁浄化  ⑤ 汚水浄化 

 

 

問２ ［ イ ］に入る語はどれか。最も適当なものを①～⑤のうちから一つ選びなさい。 

 解答番号は 12  

 

 ① 栄養過剰  ② 栄養蓄積  ③ 栄養化  ④ 富栄養化  ⑤ 過栄養化 

 

問３ 下線部の植物プランクトンの異常な増殖によっておこる現象はどれか。当てはまる選択肢を過不

足なく含むものを①～⑧のうちから一つ選びなさい。解答番号は 13  

  

a. 赤潮    b. アオコ    c. 水の華 

 

 ① a ② b ③ c ④ a, b 

 ⑤ a, c ⑥ b, c ⑦ a, b, c ⑧ 当てはまる選択肢はない 

 

 

 

 

 

 

 



2024(令和6)年度　金沢学院短期大学

一般選抜Ⅰ期（２日目／2024年2月1日実施）

解答例【マーク式】

解答番号 正解 配点

1 ③ 6

2 ③ 6

3 ③ 6

4 ⑥ 6

5 ⑤ 6

6 ⑥ 6

7 ④ 6

8 ④ 6

9 ① 6

10 ① 6

11 ② 6

12 ④ 6

13 ⑦ 8

マーク 80

記述 20

計 100

第1問

理科(生物基礎)

第2問

第3問

第4問



 2024 年 2 月 1 日(木)  

 

2024(令和 6)年度 一般選抜Ⅰ期 ＜２日目＞ 

記述式解答用紙  

理科〔生物基礎･化学基礎〕 

 

受験番号  氏  名  

志望学科 学科 専  攻 専攻 

※専攻は「教育学科」受験の場合に記入してください。 

 

「大学」受験者は生物基礎と化学基礎の２問を、「短大」受験者は生物基礎の１問を解

答してください。 
 

【生物基礎】第２問 問４  （横書き） 

免 疫 記 憶 は 、 免 疫 細 胞 が 異 物 を 記 憶 し 、 再 び  

そ の 異 物 が 侵 入 し た 場 合 に 速 や か に 強 い 免 疫  

応 答 を 起 こ す し く み で あ る 。 最 初 の 免 疫 反 応  

を 一 次 応 答 、 再 び 異 物 が 侵 入 し た 時 の 免 疫 応  

答 を 二 次 応 答 と 呼 ぶ 。           
100 

 

配点     点 

 

【化学基礎】第２問 問５  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

配点     点 

解答例 

20 

 


